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ご拝読して頂き、誠に有難う御座います。静和エコテクノとして、「省エネ News」を皆様にお届けするよう努めて参ります。 
ご要望・ご意見等御座いましたら、担当営業までお申し付け下さるようお願い申し上げます。 

ボイラーの燃料費削減 ～バイソンサイクロン～ 

弊社 エコテクノ事業部では「電気、ガス、重油（灯油）、水、廃棄物」などの削減をお手伝い致しており
ます。その他、事例も沢山ございますので、ご相談事は弊社営業担当までお問い合わせ下さいますよう宜
しくお願い申し上げます。 

なかなか見付からない燃料コストの削減方法・・・ 

蒸気を改質するという全く新しいアイデアで燃料費削減！ 

以下のようなお客様は燃料コスト削減の可能性大！ 

□ ボイラーの蒸気圧が 0.5～0.6MPa 以上 

□ 貫流ボイラーを 2 台以上使用 

□ 水管ボイラー8～25ｔを使用 

□ 蒸気配管途中でドレンが多く出ている 

□ ボイラー室と設備・機械までの距離があり蒸気配管が長い 

■通常の貫流式ボイラーの場合 
 

乾き度が低く水分の多い蒸気（湿り蒸気）が発生してしま
い、配管中に多くのドレンが生じます。通常、そのドレン
は回収・熱交換されてボイラー給水に利用しますが、その
際に過剰なドレン排出を招いているケースが多く、その
ため過剰なエネルギー消費を招いています。 
 

■バイソンサイクロンの場合 
 
水分の多い湿り蒸気を、“絞り減圧効果”により乾き度が
アップした蒸気に改質します。そして、減圧し、水分を再
蒸発させ安定した高温の乾き蒸気にします。これにより、
安定した高温の蒸気は、工場への送気中もドレンになり
にくく、非常に良い状態で蒸気使用設備・機械へ供給され
るようになります。 

 省エネ法により、事業者の努力目標である「年間平均１％以上のエネルギー消費低減」を目指し、設備の
更新や、見える化設備による制御、燃料の節約等、様々な省エネを計画または実施している企業が多くみら
れます。その中でも、照明や空調は省エネ量も大きく着手しやすいのですが、進めていくうちに「省エネで
きる対象が少なくなる」という声が多く上がります。 
 今回はボイラーをご利用されている企業様に向けて、経済産業省の経営革新計画にも認定された、サイク
ロン式蒸気減圧装置【バイソンサイクロン】をご紹介させていただきます。 

 


